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Fusobacterium nucleatumと口腔・全身の健康
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　Fusobacterium nucleatumは菌体表面に様々な付着因子を持ち，グラム陽性菌とグラム陰性菌の両方に付着
する能力を持っているグラム陰性偏性嫌気性の長桿菌である。この作用はプラーク形成過程において共生細
菌主体の初期集落形成菌群から歯周病原細菌優勢な後期集落形成菌群への転換に重要である。このように歯
周病の病態に深く関わる歯肉縁下プラークの形成に重要な働きをしているにも関わらず，いわゆるred com-
plex細菌と呼ばれるPorphyromonas gingivalis，Tannerella forsythia，Treponema denticolaと比べて歯周病
の発症・進行における役割に対する注目度ははるかに低い。
　歯肉縁下細菌叢や唾液細菌叢を解析した研究によると歯周炎患者の歯肉縁下プラークおよび唾液から高頻
度にかつ高い相対存在量で検出されるのみならず，健康な歯周組織を有する被験者由来の歯肉縁下プラーク，
唾液からも高い頻度で検出されることが報告されている。しかもスケーリング・ルートプレーニング（SRP）
後に病態が改善した部位からも高い相対存在量で検出されるとの報告もある。
　我々は以前SPT期にある被験者の残存歯周ポケットに対するミノサイクリン製剤（ペリオクリン™️）局所
投与の臨床的・細菌学的効果を検証した。その結果，投与4週後において臨床的には歯周ポケット深さ，アタッ
チメントレベルに関して変化は見られなかったものの，Bleeding on probing陽性部位の割合は実験群におい
て有意な低下を示した。細菌学的解析から対照群ではred complex細菌を含む菌叢の変化が認められないこ
とが明らかになった。一方，実験群では4週においてred complex細菌数の有意な低下が認められたが，8週
後にはリバウンドしていた。興味深いことにF. nucleatumに関しては対照群と同様，実験群においても細菌
数の減少が認められなかった。
　各種抗菌薬に対する感受性を調べたデータによるとF. nucleatumはP. gingivalisに比べて全般的に感受性
が低く，マクロライドおよびβ-ラクタムに対して最少発育阻止濃度が非常に高い株が存在することが示され
ている。
　これらのことは，F. nucleatumがSRPによる機械的除去にも抗菌薬を用いた化学的除去にも抵抗すること
を示しており，F. nucleatumが歯周病原細菌の再定着や増殖に中心的役割を演じていることを示唆する。
　近年F. nucleatumは口腔内外のがんなど歯周病以外の全身の様々な疾患との関連が注目されている。特に
大腸がん患者の腸内からはF. nucleatumを含む多様な口腔細菌が高頻度に検出されていることに加え，口腔
と同じクローンを検出したことやF. nucleatumの細胞表面にあるアドヘシン（FadA）が腸管上皮細胞のE-
カドヘリンに結合することで，がん遺伝子（c-Myc，Cyclin D1等）の発現が亢進されることも報告されており，
大腸がんにおけるF. nucleatumの役割の解析が進んでいる。
　このようにF. nucleatumは歯周病のみならず全身の健康に悪影響を及ぼす可能性があり，“口腔から全身
の健康”を考える上で，歯周病の予防・治療に向けた新たなターゲットとして考える必要がある。
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